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秋の主な学会・研究会
▽９月
１( 木 )：平成 19 年度文部科学省選定　日本大学

薬学部ハイテク・リサーチ・センター研究プロジェ

クトシンポジウム ( 日本大学会館 )  

１( 木 ) ～２( 金 )：生体機能と創薬シンポジウム 

2011( 日本薬学会長井記念ホール )  

２( 金 ) ～８( 木 )：国際薬学連合（FIP）第 71 回

年会 (Hyderabad, India)  

３( 土 ) ～４( 日 )：日本社会薬学会第 30 年会 ( 東

京大学安田講堂 )  

８( 木 ) ～９( 金 )：第 18 回日本免疫毒性学会学

術大会 ( 千葉大学けやき会館 )  

10( 土 )：第 17 回大阪大谷大学薬学部地域連携

学術交流会 ( 大阪大谷大学 )  

16( 金 )：第 20 回 DDS カンファランス ( 静岡県

コンベンションア－ツセンター )  

24( 土 ) ～ 25( 日 )：第５回日本緩和医療薬学会 ( 幕

張メッセ )  

24( 土 ) ～ 25( 日 )：日本生薬学会第 58 回年会 ( 昭

和大学 )  

▽ 10 月 

１( 土 ) ：第３回薬学の未来を考える京都シンポ

ジウム ( 京都大学薬学部記念講堂 )  

８( 土 )：第 55 回日本薬学会関東支部大会 ( 東邦

大学習志野キャンパス )  

８( 土 )：日本薬学会東北支部第 10 回生物化学若

手研究者セミナー ( 東北薬科大学 )  

８( 土 )：第９回薬学生のための褥瘡治療薬シン

ポジウム ( 名城大学薬学部 )  

８( 土 ) ～９( 日 )：第 10 回次世代を担う若手ファー

マ・バイオフォーラム 2011( 東北大学 )  

22( 土 )：第 61 回日本薬学会近畿支部総会・大

会 ( 神戸学院大学 )  

27( 木 ) ～ 28( 金 )：フォーラム 2011⊖衛生薬学・

環境トキシコロジー ( 金沢エクセルホテル東急 )  

28( 金 ) ～ 29( 土 )：第４回食品薬学シンポジウ

ム ( 慶應義塾大学薬学部 )  

29( 土 ) ～ 30( 日 )：第 50 回記念日本薬学会東北

支部大会 ( 東北薬科大学ほか )  

▽ 11 月 
４( 金 ) ：第 21 回光学活性化合物シンポジウム ( 日

本薬学会館長井記念ホール )  

７( 月 ) ～８( 火 )：第 37 回反応と合成の進歩シ

ンポジウム ( あわぎんホール )  

12( 土 ) ～ 13( 日 )：第 50 回日本薬学会・日本薬

剤師会・日本病院薬剤師会中国四国支部学術大会

( サンポートホール高松ほか )  

16( 水 )：第 31 回有機合成若手セミナー ( 京都大

学 )  

16( 水 ) ～ 18( 金 )：日本薬物動態学会第 26 回年

会 ( 広島国際会議場 )  

21( 月 ) ～ 22( 火 )：日本環境変異原学会第 40 回

大会 ( 学術総合センター )  

23( 水 )：日本病院薬剤師会東海ブロック・日本

薬学会東海支部合同学術大会 2011( ウインクあ

いち )  

26( 土 ) ～ 27( 日 )：第５回次世代を担う若手医

療薬科学シンポジウム ( 名古屋大学医学部附属病

院

27( 日 )：日本ファーマシューティカルコミュニ

ケーション学会第５回大会 ( 金城学院大学 )  

28( 月 ) ～ 29( 火 ) ：第 39 回構造活性相関シンポ

ジウム ( 東京理科大学薬学部 )  

29( 火 ) ～２( 金 )：AIMECS 11（第８回 AFMC 国

際医薬化学シンポジウム）( 京王プラザホテル ) 

　歴史ある、または大きな学会
として９月早々、３、４の両日、
東大安田講堂を会場に日本社会
薬学会第 30 年会（年会長：津
谷喜一郎東京大学大学院薬学系
研究科医薬政策学特任教授）が
開催され、東日本大震災におけ
る薬剤師活動などの “ 検証 ” が
行われる。
　被災地の薬剤師、ボランティ
アとして現地で支援活動をした

薬剤師たちの生の声が届けられる。さらに製
薬企業や医薬品卸といった、供給サイドの動
向についても発表・質疑が交わされる。学生
の参加は当日でも 1000 円だ。問い合わせ等

はＨＰを参照。
　さらに 24 ～ 25 の両日、千葉・幕張メッ
セで第 5 回日本緩和医療薬学会（会長：武
田弘志国際医療福祉大学薬学部薬理学教授）
が開催される。末期医療を含めた痛み治療、
疼痛管理への理解の高まりなどを背景に、同
学会は設立されたばかりだが、急速に会員数
が増加している。
　今年のメインテーマは、チーム医療の理念
に基づいた患者本位の質の高い緩和薬物療法
の実現に主眼をおき「共に語ろう…緩和医療
チームと薬剤師の未来」となった。このメイ
ンテーマに関連する各種講演、シンポジウム、
ワークショップ等、多数のプログラムが予定
されている。学生の参加費は 4000 円。詳し

　未だ残暑が厳しい中ではあるが、１年間を通じ、最も学会・研究会活動が盛んな

シーズン「秋」がすぐ目の前に来ている。９月には国際的な薬学・薬剤師の集まり

である国際薬学連合（ＦＩＰ）第 71 回年会が、インドのハイデラバード国際コン

ベンションセンターで開催される。合わせて薬学生による世界会議も開かれる見込

みだ。さらに国内的には、薬学・薬剤師が主体の学会研究会、各地方ブロックの薬

剤師や薬学者らが一堂に会する学術集会なども開かれる。いずれも薬学生の参加を

歓迎している。現場の薬剤師あるいは薬学研究者が何を考え、どのような取り組み

がされているかのぞいてみてはどうだろう。

多くの学会 ･ 研究会が学生歓待

い内容はＨＰを参照。
　また全く同じ日程で、日本生薬学会第 58
回年会（会長：鳥居塚和生昭和大学薬学部生
薬学・植物薬品化学教授）が、東京・旗の台
の昭和大学で開かれる。学生の当日参加は
5000 円。
　一方、10 月１日から 2 日間、日本病院薬
剤師会の学術部門という位置づけから発足し
た日本医療薬学会の第 21 年会（年会長：平
井みどり神戸大学病院薬剤部長・教授）が、

「Enjoy Pharmacists' Lifestyles」をメインテー
マに神戸国際展示場などを会場に開催され
る。学生の参加費は 4000 円。年会では各専
門領域における薬剤師業務のあり方、方向
性やチーム医療、多職種連携など 33 テーマ
に及ぶシンポジウムのほか “ 実践型 ” ワーク
ショップなど多様な話題が提供される。
　このほか、今秋は日本薬学会の各支部によ
る大会も例年通り行われる。55 回目を迎え
る関東支部大会は千葉・東邦大学習志野キャ
ンパスで 10 月８日に、近畿支部大会は 22
日に神戸学院大学ポートアイランドキャンパ
スで、中国四国支部の大会は薬剤師会、病院
薬剤師会との合同の形で 11 月 12、13 の両
日、高松で開催。同様に東海支部大会は日病
薬東海ブロックと合同で 23 日に愛知県産業
労働センターを会場に開催される。
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